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別記様式 

会 議 録 

会議の名称 令和３年度第７回栃木西部地域会議 

開催日時 令和３年１１月１６日（火）１８時３０分 開会  １９時２７分 閉会 

開催場所 吹上公民館 大交流室 

出席者氏名 別紙１のとおり 

欠席者氏名 別紙１のとおり 

事務局職員職氏名 別紙１のとおり 

その他出席者等 別紙１のとおり 

会議事項 別紙２のとおり 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

傍聴人の数 ０人 

その他必要事項  
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１ 開会 

── 開会 ── 

 

２ あいさつ 

― 寺内会長あいさつ ― 

 

３ 議事 

(1) 「栃木市総合計画」に掲載のある地域計画（地域重点事項）の意見聴取に

ついて 

 

 前々回、前回の会議において、総合政策課から説明があった。総合政策課か

らの依頼は、新しくできる総合計画のうち「地域計画（地域重点事項）」につい

て、計画の中に加えた方がいいもの、削除したほうがいいものについて意見が

欲しいとのことだった。 

今回は栃木西部地域会議として提出する意見をまとめる。 

 

 資料１は、事前に提出いただいた意見や前回の会議までに出た意見等を踏

まえ、事務局がまとめたもの。 

 現在、栃木地域への意見は、産業団地の件や蔵の街の観光の件が出てお

り、地域共通の意見は、通学路の安全対策や防災、農業に対する支援等につ

いての意見が出ている。 

 この資料を踏まえ、修正や追加などについて意見をいただきたい。 

―― 資料１に基づき説明 ── 
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 小江戸蔵の街の観光 PR について。今の時代、口コミだけでは効果を得るの

は難しいと思う。例えば、YouTube 等を利用した様々な PR を見かける。多少

の宣伝費をかけてでも PR すれば、もっと活性化につながるのではないか。 

 

 小江戸蔵の街の街並みについて、SNS 等を活用して PR していく文言を付け

加えたい思う。 

 

 街中を通って感じたことだが、月曜日が祝日の日でも休みのお店が多い。こ

れでは祝日に栃木市を訪れた観光客はがっかりしてしまい、お客さんが逃げて

しまう。 

商業関連の団体とまちづくりを担当している市（行政）で連携ができると良

いと思った。 

 

 切れ目のない集客という部分で工夫をしていく旨の文言を入れたいと思う。 

 

 栃木駅の北口に観光交流館「蔵なび」ができたが、そこには観光客のために

いろいろなパンフレットが置いてある。それらのパンフレットを広報とちぎの

折り込みに入れるなどして、市民に向けてアピールするのも街を賑やかにする

ひとつの方法ではないか。 

 せっかくいいパンフレットがあるので、栃木市の人達にも見てもらいたいと

いうのが私の気持ちである。 

 

 市民に対して地元の情報を提供し、意識を高めていくという旨の文言を入れ

たいと思う。 

 

 農業を親身に後押しするという観点から、農家は農協（JA）との関係が深い

ので、JA との連携などを踏まえた計画になるといいのではないか。 

 

 「魅力ある農業を目指すために」として、①～③の具体例が挙げられている

が、④として「農業関係機関との連携・調整」を入れることとしたい。 

 

 「通学路の整備・安全確保」についてだが、先日、市からグリーンベルトを

路側帯の上に作る予定だとの話があった。提案をするのは良いことだと思う

が、市では答えがある程度固まっているようなので、確認が必要ではないか。 

 

 市の道路関係部局は、（グリーンベルトの設置を）メニューとして用意してく

れているとのことだが、今回は栃木西部地域会議の要望として挙げるものであ

る。道路を整備し安全を確保することは、市全体が目指すものとして間違いは

ないのでこのまま載せたいと思う。 

 

 火災への備えとして空き家対策も入れてはどうか。市内各地に空き家が見ら
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れ、火災の心配がある。空き家の面倒を地域で見ている側面もあり、そのまま

にしておくのはいかがなものか。災害や防災の観点から、意見に含めたらどう

だろうか。 

 

 災害や防災というよりも防犯の意味合いが強いと思う。もちろん空き家につ

いては対策が必要なので、全地区共通の新しい項目として「空き家問題」を提

言するということでいかがか。 

 

 市内のある地域では２３軒ある家のうち２０軒が空き家とのこと。地元は何

とかして欲しいと思っているようだ。何年か前に市では空き家の解体補助金が

あったが今も使えるか。使えるのであれば活発化していった方が良いと思う。 

 

 耕作放棄地の問題についても取り上げて欲しい。 

 

 耕作放棄地の問題は農業分野の意見に加えたいと思う。 

 

 「防災や危機への備え」として、寺尾地区において防災計画の策定をしたが、

吹上地区においても防災計画の策定に力を入れており、今までに会議を２回開

催した。今年度中にはある程度のものが出来上がる予定。 

 

 吹上地区の防災計画は、自治会長をはじめとする様々な団体の方々に参会い

ただいて進めている。吹上地区における現状の報告として承りたい。 

 

 防災に関連して避難所の件。現在、避難所は皆川地区の住民なら皆川地区の

施設、吹上地区の住民ならば吹上地区の施設というように分けられていると思

うが、地区関係なく一番近い施設に避難できるような仕組みにしたらどうか。 

 

 先日のふれあいトークで市にその旨を提案したところ、避難しやすいところ

に避難してもらって大丈夫との説明があった。 

 

 一部の人だけが知っているのでは困るので、市民への周知徹底をいかにする

かが大切だと思う。 

 

「防災や危機への備え」の中に、避難所を充実や安心して避難できる体制を

整えるといった点も入れたいと思う。 

 

 今日いただいたご意見を踏まえて、事務局で資料をまとめたのち、委員の皆

さまに郵送するので、ご確認いただきたい。１月末までに総合政策課に提出す

る予定。 

〈質問・意見なし〉 
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４ その他 

・旧寺尾南小学校の活用について 資料２ 

 寺尾地区の旧寺尾南小学校は地域活性化や雇用創出を実現する施設として

の活用を目指したものの、実現には至らず、未利用となっている。 

公共施設再編などを担当する行財政改革推進課より、学校を文書や文化財の

倉庫として利用することとなる旨の情報提供があった。 

地元の寺尾地区の自治会連合会には、１１月１８日に別途説明する予定。 

 

・市民税県民税申告相談会の一部会場集約及び予約システム導入について 

資料３ 

税の申告相談会の昨年度からの主な変更点について 

 ①都賀地域と西方地域の会場が集約され、関東ホーチキにしかた体育館（西

方総合文化体育館）でおこなうことになった。 

 ②予約受付が電話による音声ガイダンス、もしくはスマートフォンのショー

トメッセージサービスとなり、２４時間受付が可能になった。 

  なお、予約受付の開始日は未定。詳細は広報とちぎ１月号に掲載する。 

 

・第８回栃木西部地域会議について 

令和４年２月１５日（火）午後６時３０分から皆川公民館にて開催予定。 

 

・各地区のまちづくり協議会の活動状況について 

 各地区においてまちづくり協議会が、現在どのような活動をしているか話を

聞きたい。 

 

<寺尾地区> 

新型コロナウイルス感染症の影響で、グリーンツーリズムと寺尾ウォーキン

グは中止となった。 

ただし、グリーンツーリズムの役員だけで田植えと稲刈り、じゃがいも堀り

をおこなった。じゃがいもは小学校に寄付をして、じゃがいもと米は一部販売

した。 

 

<吹上地区> 

 子どもロマン委員会において、ながら見守り活動の協力者を増やそうと頑張

っているところ。 

 通学路の安全に関することでは、吹上中学校の坂を下りたところのグレーチ

ングが雨で滑りやすくなっていたので、滑りにくい塗料を塗った。 

 また、吹上小学校の通学路となっている道路においては、大雨が降ると全面

が池のようになってしまい、児童が歩くところがなくなってしまっていたの

で、一部だけ島ができるように砂利を敷いた。 

 １１月７日はインターチェンジのすぐ西側で気球を上げた。インター周辺の

開発が来年から本格的に始まることから、あのあたりの景色が一変してしま
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う。今のうちに上空からふるさとの景色を見ておこうと企画した。 

事前に予約があった２６組のほか、当日申込みの参加者もいて大盛況であっ

た。 

明日（１１月１７日）には、千塚小学校で３年生の親子を対象にさしも草の

染め物体験をおこなうので、授業に協力する。 

これからの時期は、宮スケート場に一番力を入れていきたいと考えている。

新型コロナウイルス感染症の動向もあるが、できれば一般の方にも入場してい

ただきたい。 

 

<皆川地区> 

 １０月２４日、城山において地域の方々から集まった寄付を使って花火を

上げた。時間は３０分ほどで、例年より豪華であった。 

皆川地区ではお盆中にふれあい祭りで踊りと花火を上げていたが、新型コロ

ナウイルス感染症の影響で去年、今年と中止になった。また、あんどんを作っ

て花火を上げる城址祭りも２年連続で中止になってしまったため。 

 神社のお祭りは神事ということでやっているが、食事会なしでやっている。 

 

 城址公園の草刈りを２回ほどおこなった。 

 今後は城址公園でのイルミネーションを役員で準備している。 

 新型コロナウイルス感染症の影響がなければ、「初日の出を見よう」のイベン

トもおこなわれると思う。 

  

 皆川地域のグリーンツーリズムは主に首都圏からの来客を受け入れてきた

が、ここ２年間やれていない。台風被害と新型コロナウイルス感染症の影響。 

 今後は再開しても首都圏から人を呼べるかは分からない。大きく方向転換を

せざるを得ないのではないかと思っている。 

 できれば炭焼きは２月ごろに地元の小学生に来てもらってやりたいと思っ

ている。市にも相談しながら進めているところ。 

 

 コロナ禍により中止との報告が多かったが、それぞれの地域がお互いを参考

にしながら来年も事業を進めていければいいと思う。 

 

５ 閉会 

〈特に何も無いことを確認〉 

── 閉会 ── 

（会議終了時刻 午後７時２７分） 



別紙１ 出席者及び事務局 
 

<出席者（委員）> 

会 長 寺内 茂 

副会長 中島 元一    副会長 酒巻 幸夫 

委 員 厚木 秀夫    委 員 門沢 イミ子 

委 員 石沢 恵一    委 員 正田 秀雄 

委 員 鈴木 加織    委 員 関口 みよ子 

委 員 羽金 勝子    委 員 福島 恵子 

委 員 峰岸 晃一    委 員 吉田 美奈子 

委 員 吉羽 克仁     

<欠席者（委員）>  

委 員 棚橋 利行     

 

<事務局> 

栗田 寿樹 （栃木西部まちづくりセンター所長） 

青木 一忠 （皆川公民館館長） 

篠崎 雅一 （寺尾公民館館長） 

石沢 竜次 （吹上公民館主任） 



別紙２ 会議事項及び配付資料一覧 

 

<会議事項> 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 議 事 

(1) 「栃木市総合計画」に掲載のある地域計画（地域重点事項）の意見聴取について 資料１ 

４ その他 

・旧寺尾南小学校の活用について 資料２ 

・市民税県民税申告相談会の一部会場集約及び予約システム導入について 資料３ 

・第８回栃木西部地域会議について 

５ 閉 会 

 

<配付資料一覧> 

・「栃木市総合計画」に掲載のある地域計画（地域重点事項）の意見（案） 資料１ 

・旧寺尾南小学校の活用について 資料２ 

・市民税県民税申告相談会の一部会場集約及び予約システム導入について（情報提供） 資料３ 


